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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年1月28日(2016.1.28)

【公開番号】特開2014-172953(P2014-172953A)
【公開日】平成26年9月22日(2014.9.22)
【年通号数】公開・登録公報2014-051
【出願番号】特願2013-44943(P2013-44943)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/82     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   63/02     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   63/82     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月7日(2015.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
温度８０℃および相対湿度４０％における水蒸気透過度が０．０５ｇ／ｍ２・２４ｈｒ・
ａｔｍ以下であり、少なくとも２種のジオールに由来する構造単位を有し、ジオールに由
来する全構造単位の合計１００モル％中、下記構造単位（ＩＩ）を５５～８５モル％含む
液晶ポリエステル。

【化１】

【請求項２】
下記構造単位（Ｉ）、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）、（ＩＶ）および（Ｖ）から構成され、構造
単位（Ｉ）が構造単位（Ｉ）、（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の合計に対して６５～８０モル
％であり、構造単位（ＩＩ）が構造単位（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の合計に対して５５～
８５モル％であり、構造単位（ＩＶ）が構造単位（ＩＶ）および（Ｖ）の合計に対して５
０～９０モル％であり、構造単位（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の合計と（ＩＶ）および（Ｖ
）の合計が実質的に等モルである請求項１に記載の液晶ポリエステル。
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【化２】

【請求項３】
請求項１または２に記載の液晶ポリエステル１００重量部に対して、充填材１０～２００
重量部を含有する液晶ポリエステル組成物。
【請求項４】
ヒドロキシカルボン酸および／またはジオールにアシル化剤を反応させ、水酸基の少なく
とも一部をアシル化した後、ジカルボン酸と脱酢酸重縮合反応させる液晶ポリエステルの
製造方法であって、窒素原子を２つ以上含む芳香族または脂肪族アミンを少なくとも脱酢
酸重縮合反応開始までに添加する、請求項１または２に記載の液晶ポリエステルの製造方
法。
【請求項５】
窒素原子を２つ以上含む芳香族または脂肪族アミンの添加量が、ヒドロキシカルボン酸、
ジオールおよびジカルボン酸の合計１００重量部に対して、０．０１重量部以上１重量部
以下である請求項４に記載の液晶ポリエステルの製造方法。
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【請求項６】
窒素原子を２つ以上含む芳香族または脂肪族アミンが、脂肪族アミンである請求項４また
は５に記載の液晶ポリエステルの製造方法。
【請求項７】
窒素原子を２つ以上含む芳香族または脂肪族アミンの共役酸の水溶液中における酸解離定
数（ｐＫａ）が１０．５以下である請求項４～６のいずれか記載の液晶ポリエステルの製
造方法。
【請求項８】
請求項１または２に記載の液晶ポリエステルまたは請求項３に記載の液晶ポリエステル組
成物からなる成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　すなわち本発明は、
（１）温度８０℃および相対湿度４０％における水蒸気透過度が０．０５ｇ／ｍ２・２４
ｈｒ・ａｔｍ以下であり、少なくとも２種のジオールに由来する構造単位を有し、ジオー
ルに由来する全構造単位の合計１００モル％中、下記構造単位（ＩＩ）を５５～８５モル
％含む液晶ポリエステル、
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（２）下記構造単位（Ｉ）、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）、（ＩＶ）および（Ｖ）から構成され
、構造単位（Ｉ）が構造単位（Ｉ）、（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の合計に対して６５～８
０モル％であり、構造単位（ＩＩ）が構造単位（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の合計に対して
５５～８５モル％であり、構造単位（ＩＶ）が構造単位（ＩＶ）および（Ｖ）の合計に対
して５０～９０モル％であり、構造単位（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の合計と（ＩＶ）およ
び（Ｖ）の合計が実質的に等モルである上記（１）に記載の液晶ポリエステル、
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
（３）上記（１）または（２）に記載の液晶ポリエステル１００重量部に対して、充填材
１０～ ２００重量部を含有する液晶ポリエステル組成物、
（４）ヒドロキシカルボン酸および／またはジオールにアシル化剤を反応させ、水酸基の
少なくとも一部をアシル化した後、ジカルボン酸と脱酢酸重縮合反応させる液晶ポリエス
テルの製造方法であって、窒素原子を２つ以上含む芳香族または脂肪族アミンを少なくと
も脱酢酸重縮合反応開始までに添加する、上記（１）または（２）に記載の液晶ポリエス
テルの製造方法、
（５）窒素原子を２つ以上含む芳香族または脂肪族アミンの添加量が、ヒドロキシカルボ
ン酸、ジオールおよびジカルボン酸の合計１００重量部に対して、０．０１重量部以上１
重量部以下である上記（４）に記載の液晶ポリエステルの製造方法、
（６）窒素原子を２つ以上含む芳香族または脂肪族アミンが、脂肪族アミンである上記（
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４）または（５）に記載の液晶ポリエステルの製造方法、
（７）窒素原子を２つ以上含む芳香族または脂肪族アミンの共役酸の水溶液中における酸
解離定数（ｐＫａ）が１０．５以下である上記（４）～（６）のいずれか記載の液晶ポリ
エステルの製造方法、
（８）上記（１）または（２）に記載の液晶ポリエステルまたは上記（３）に記載の液晶
ポリエステル組成物からなる成形品、
である。
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